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 まず、 1)予告状の送付、2)私信化、3)返信用封筒への普通切手貼付の 3 つの方法が、単独で回収率向上に効
果を及ぼしたかどうかについて、独立変数を各回収率向上方法、従属変数を調査票返送状況とするクロス表を
作成し統計的分析を行った。その結果、 
1) 予告状送付：χ2(df =1)=7.0999, Φ =.0545, p <.01 (Exact Test) 
2-1) 私信化(宛名手書き)：χ2(df =1) =.3087, Φ =.0161, p = n.s. (Exact Test) 
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2-2) 私信化(挨拶状一筆)：χ2(df =1)=.5661, Φ =.0217, p = n.s. (Exact Test) 









(2) 2 要因の効果の検討 
 次に、先述の 3 つの要因を 2 つ組み合わせた場合の回収率向上効果を検討した。その結果有意な結果が得
られたのは、「予告状送付」かつ「返信用切手貼付あり」の組み合わせ［χ2(df =1)=10.845, Φ =.0954, p <.01 (Exact 
Test)］のみであった。クロス表を見てみると、「予告状送付」かつ「返信用切手貼付あり」群の回収率は 37.2%
であるのに対し、「予告状送付」かつ「返信用切手貼付なし」群の回収率は 28.2%と、「予告状送付」かつ「返




(3) 3 要因の効果の検討 
 最後に、先述の 3 つの要因を 3 つ組み合わせた場合の回収率向上効果を検討した。その結果、有意な結果
が得られたのは、 
予告状送付かつ私信化（宛名手書き）なし：χ2(df =1)=3.1034, Φ =.1022, p <.10 (Exact Test) 
予告状送付かつ私信化（挨拶状一筆）あり：χ2(df =1)=4.7302, Φ =.1258, p <.05 (Exact Test) 
予告状送付かつ私信化（挨拶状一筆）なし：χ2(df =1)=2.8997, Φ =.0986, p <.10 (Exact Test) 
の組み合わせのみであった。クロス表を見てみると、「予告状送付」かつ「宛名手書きなし」の場合は、「返
信用切手貼付」の方が 9.8 ポイント、「予告状送付」かつ「挨拶状一筆記入あり」の場合は、「返信用切手貼付」
の方が 11.5 ポイント、「予告状送付」かつ「挨拶状一筆記入なし」の場合は、「返信用切手貼付」の方が 9.0
ポイント、それぞれ高回収率が得られていたことが明らかとなった。なかでも、「予告状送付」かつ「宛名手




 上記の分析から、1)予告状の送付、2)私信化、3)返信用封筒への普通切手貼付の 3 つのうち、回収率向上に











れるかを解明すること、2)これら 3 つの方法が返送速度を高める上で有効かを解明することである。 
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